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あらまし WebアノテーションとWeblogを統合し，Webを利用した個人の情報発信をより活発にするための新しい

メディアを提案する．Webアノテーションは自らの情報を発信する場合や多くの情報を扱う場合に適さないが，これ

はWeblogで補うことができる．また，Weblogにはトラックバックと呼ばれる双方向のリンクを作成する仕組みがあ

る．これは対応しているWebページに対してしか行うことができないが，Webアノテーションを用いることによっ

て任意のWebページを対象とすることができる．そして，プロキシサーバを用いたWebブラウザ非依存のシステム

を実装した．
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Abstract We propose innovative media that integrates Web annotation and Weblog that provides more acticve

communication on the Web. Web annotaion suits publishing a small quantity of information, where Weblog suits

more. Trackback is a way to make two-way links between two Weblog entries. Substituting trackbacks with Web

annotation allows us to make two-way links from any Web pages to Weblog entries. Our current implementation is

proxy based, so it is Web browser independent.
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1. は じ め に

WWW の普及により，インターネットユーザは膨大な量の

情報に即時にアクセスできるようになった．また掲示板などの

システムによって情報を書き込むことでユーザ同士のコミュニ

ケーションも盛んに行われている．このように，他者が作った

Webサイトを閲覧するというWebの世界から，ユーザ自身が

積極的に情報を発信し，Webの中に参加していくという世界に

変わりつつある．

このようにな個人の情報発信は，個人のWebサイトを作成

することや，オンライン書店にレビューを書き込むなどの様々

な形で行われている．その中でも，情報発信の場として利用さ

れるようになってきているWeblogと，Webページ上でインタ

ラクティブな情報交換を行うことができるWeb アノテーショ

ンに注目した．この両者はともに個人のインターネットユーザ

が情報を発信するメディアである．Webアノテーションは自ら

の情報を発信する場合や多くの情報を扱う場合に適さないが，

これはWeblogで補うことができる．他のWebページに関す

る軽い情報のやり取りにはWeblogよりWebアノテーション

の方が適している．この二つのメディアを併せ持つことで，両

者の短所を補い長所を活かした情報発信が行える可能性がある．

また Weblog には，他の Web ページを参照している Web

ページ作成する場合，自らのページと参照先のページをリンク

によって相互に関連付けるトラックバック [3]という仕組みがあ

る．これによってWeblog は様々なWeb ページと相互に関連

しながら情報を発信することができる．しかし，このトラック

バックは参照先のWeb サイトがトラックバックを受け付けて

いなければ行うことができず，そのとき作成されるリンクの場
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所は，参照先のWebサイトの作成者によってあらかじめ決め

られている．このトラックバックはトラックバック pingという

データの送受信によって行われているが，Webアノテーション

を用いてリンクを作成することでも実現できる．この場合，参

照先のWebサイトがトラックバックを受け付けているかどう

かに関係なく，任意のWebページに対して相互のリンクを作

成できる．これをトラックバック anywhereと呼ぶ．また，こ

のとき参照先のWebページ上の好きな場所にリンクを作成す

ることができる．これをトラックバック everywhereと呼ぶ．

これらのことから，WebアノテーションとWeblogを統合し，

Webを利用した個人の情報発信に適した新しいメディアである

Alogを提案する．このメディアでは，Webアノテーションと

Weblogの二つの情報発信に加えて，それらを組み合わせるこ

とで実現されるトラックバック anywhereとトラックバックと

everywhereという特長を持っている．そして，この Alogを実

現するシステムの実装を行った．一般のインターネットユーザ

が情報発信を行うことを想定し，一般的なWebブラウザから

利用することができるWebアノテーションシステムと，その

Webアノテーションを利用して任意のWebページの指定した

場所に対してトラックバックが可能なWeblogシステムを開発

した．また，このシステムのテスト運用を行うことによりその

動作を確認した．

2. WebアノテーションとWeblogを統合した
個人の情報発信メディアの提案

2. 1 個人の情報発信メディアとしてのWebアノテーション

WebはWeb掲示板システムやコメントの書き込みをサポー

トしたWebサイトのシステムなどの出現によって，Webサイ

トの作成者から閲覧者へ情報が一方向へ流れるメディアから，

Webサイトの作成者や閲覧者同士で情報がやりとりされるイン

タラクティブなメディアと変化してきている．

しかし，このようなWebサイト上でのインタラクティブな情

報交換は，Webサイト側の仕組みによって行われるため，Web

サイトにそういった仕組みがある場合にしか行うことができな

いという問題を持っている．このような仕組みを持つWebサ

イトは増えつつあるが，インターネット上にある無数のWeb

サイトを考えると一部でしかなく，全てのWebサイトでこの

ような仕組みが取り入れられることはない．

この問題を解決する手段として，Webアノテーションシステ

ムを使う方法が考えられる．Web アノテーションとは，Web

上のデータに対してアノテーションと呼ばれる注釈をつける仕

組みであり，注釈を使ったメタデータの付加と注釈の情報を利

用したコミュニケーションに利用することができる．

Webアノテーションシステムは，Annotea [1]，Third Voice

[2]，uTOK [8]など様々なものが開発されている．それぞれの

システムによってアノテーションのつけ方やその形式が異なっ

ているが，多くのものは，個人のインターネットユーザが利用

し，任意のWebページに対してアノテーション形で情報を書

き込むことができる．これによって，全てのWebページ上に

掲示板があるのと同じようにインタラクティブな情報交換が可

能となる．Webアノテーションは，Webページ上で個人が情

報発信を行うメディアであると考えられる．

2. 2 個人の情報発信メディアとしてのWeblog

Web は個人が自ら情報を発信する手段として多く使われて

いる．個人で本を出版したり，広告を出すとすると多額の費用

と手間が掛かるのに対して，個人でWeb サイトを作る場合に

はそれほどコストや手間が掛からない．さらに，最近では個人

のWebサイトを作成する場合に，Weblogがよく使われるよう

になってきている．Weblogとは，日記形式のWebサイトを作

成管理するシステムである．システム以外に，そのシステムを

使って運営されているWebサイトを指す場合や，そのシステム

を提供するサービスを指す場合もある．ここではWeblogのシ

ステムのことを指すとする．既存のWeblogシステムとしては，

Movable Type [4]，Nucleus CMS [5], blosxom [6]などがある．

Weblogでは一つの記事をエントリーと呼び，それが時系列

に沿ってまとめられ，一つのWebサイトが構成される．Web

サイトを作成するにはHTMLや FTPなどの技術的な知識が必

要であったが，Weblogではそれらの知識を必要とせず，Web

ブラウザからの操作だけで簡単にエントリーを作成でき，個

人のWebサイトを作ることができる．これにより，それまで

Web サイトを作成することに縁のなかった多くの一般のイン

ターネットユーザがWebサイトを作成して情報を発信すると

いうことができるようになった．Weblogは，個人のインター

ネットユーザが自らのWebサイトを作成し情報を発信するメ

ディアになっている．

2. 3 トラックバックによるWeblogのコミュニケーション

トラックバックとは，Webサイト間での通信・通知のための

フレームワークであり，Webサイトの記事の作成者や読者が言

及の連なりや関連記事を辿れるようにすることを目的としたも

のである．2002 年 8 月に Trott らによって公開仕様として発

表され，WeblogシステムであるMovable Typeの機能として

実装された．現在はMovable Type以外にも多くのWeblogシ

ステムに実装され使われている．

Weblogの作成者が別のWeblogのエントリーを参照して自

身のWebサイトのエントリーを作成する場合，参照先のエン

トリーへのリンクを設定できる．しかし，これだけでは一方向

のリンクであり，参照先の記事の作者やそのサイトの閲覧者は

どこからどうリンクされているのかを容易に知ることはできな

い．トラックバックは参照先のWebサイトに対して，参照し

ているエントリーを作成したという情報を通知する仕組みであ

り，そのエントリーの URL，タイトル，要約，Weblogの名前

が送信される．トラックバックを受けたWebサイトは，この

情報をもとにエントリーを参照しているエントリーの一覧を自

動的に生成する．この一覧はリンクとして作成されるため，一

方向でしかなかったリンクによる関連が双方向の関連となる．

このトラックバックによって，様々なWeblogのエントリー

同士が関連し合いながらコミュニケーションが行われている．

この様子の例を図 1に示し説明する．

（ 1） Aが作成したエントリーを Bが閲覧する．

（ 2） Bが Aのエントリーに関するエントリーを作成する．
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図 1 トラックバックによるコミュニケーションの例

Fig. 1 An example of communication by trackback.

このとき Bは Aが作成したエントリーへのリンクを作成する．

（ 3） Bが Aのエントリーにトラックバックを行う．このと

き，A のエントリーから B のエントリーへのリンクが作成さ

れる．

（ 4） トラックバックによりリンクが作成されたため，Aは

自分のエントリーに関するBのエントリーを辿ることができる．

（ 5） Aのエントリーを閲覧している Cも同様に，関連して

いる Bのエントリーを辿ることができる．

2. 4 WebアノテーションとWeblogの比較

2. 1節と 2. 2節において，WebアノテーションとWeblogに

ついて述べた．この二つはそれぞれ異なるシステムではあるが，

ともに個人のインターネットユーザが情報を発信するメディア

である．ここでは，それらがどのような情報を扱うのに向いて

いるのかを考える．

Weblogは自らのWebサイトのWebページとして情報を発

信するので，自らが起点となって情報を発信する場合には適し

ている．そして，トラックバックという機能を持っているため，

他のページに関して深く言及する場合に向いている．逆に簡単

なコメントのような情報量が少ない場合にトラックバックを使

うのは，やや大げさでありあまり適していない．

一方，Webアノテーションは任意のWebページに対して情

報を発信できるため，他のWebページに関する情報の発信に向

いている．特にメモやコメントのような情報量が少ない場合に

適していると言えるが，情報量が多い場合には扱いにくくなっ

てしまうため，あまり適していない．

これらをまとめると表 1のようになる．自分から情報を発信

する場合を「一次発信」とし，他者が発信した情報に関する情

報発信の場合を「返信」としている．また情報量が少ない場合

を「情報少」，情報量が多い場合を「情報多」としている．そ

して，適している場合を○，あまり適していないが可能な場合

を△，不可能な場合を×としてある．Weblogの「返信」はト

表 1 Weblog とWeb アノテーションが扱う情報の比較

Table 1 capability comparison of Web annotation and Weblog.

Web アノテーション Weblog

一次発信 × ○

返信（情報少） ○ △/×

返信（情報多） △ ○/×

トラックバックが可能/不可能

ラックバックが可能な場合と不可能な場合と分けている．

この表から分かるように，一方が適している場合は，もう一

方が適していないという関係になっている．よってこの二つを

併せ持つことができれば，その場合に応じて最適な方法を選ぶ

ことができ，両者の長所を活かした情報発信が行える可能性が

ある．

2. 5 トラックバック anywhere

トラックバックによって参照・非参照の関係が相互のリンク

によって関連付けられることは，Weblogのエントリー間だけ

でなく，それ以外のWebページでも意味のあることである．し

かし現在のトラックバックは，参照しているエントリーを作成

したという情報の送受信によって実現されているため，この情

報の送信と受信が可能な場合にしか行うことができない．送信

に関しては，多くのWeblogシステムにその機能が組み込まれ

ているほか，送信用のツールが開発されているため，それらを

用いれば行うことができる．受信に関しては，Weblogで運用

されているWebサイトと，トラックバックを使って情報を集

めている一部のWebサイトでしか行われていない．これから

先，トラックバックを受け付けるWebサイトは増えていくと思

われるが，全てのWebサイトがそうなることは考えられない．

そのためトラックバックが行えるかどうかは，参照先のWeb

サイトの次第という問題を常に抱えている．

そこで，任意のWebページに対してトラックバックを行う

ことができる新しい仕組みを提案する．トラックバックで行わ

れる参照先のWeb ページから自分のWeb ページをリンク作

成するという処理は，現在のように情報の送受信を行うことで

実現することができるが，Web アノテーションシステムを使

い，自分のWebページへのリンクを含んだアノテーションを

参照先のWebページにつけることでも実現できる．この場合

は，参照先のWebサイトがトラックバックを受け付けている

かどうかが関係ないため，任意のWebページに対して行うこ

とができる．これをトラックバック anywhereと呼ぶ．トラッ

クバック anywhere はWeb アノテーションとWeblog の機能

を組み合わせることで実現される．

2. 6 トラックバック everywhere

トラックバックを行うことで作成されるリンクの場所は，参

照先のWebページ作成者によってあらかじめ指定されている．

そのため参照先のWebページの内容が多く，その一部を参照

しているという場合に，参照している部分から離れた場所にリ

ンクが作成される可能性がある．そして，幾つかの異なる内容

を含んでいる場合は，どの内容に対してのトラックバックなの
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図 2 トラックバック everywhere の例

Fig. 2 An example of trackback everywhere

かが分かりにくくなってしまう．

Webアノテーションを用いて参照先のWebページ中の指定

した場所に対してリンクを作成するトラックバック everywhere

を提案する．この例を図 2に示す．この方法では，参照してい

る部分にの上にリンクを作成するため，参照している部分とト

ラックバックのリンクが離れてしまったり，どの内容に対して

のトラックバックなのかが分かりにくくなるということはない．

トラックバック everywhereはWebアノテーションとWeblog

の機能を組み合わせることで実現される．

2. 7 WebアノテーションとWeblogを統合した個人の情

報発信メディアの提案

2. 4節で述べたように，WebアノテーションとWeblogを併

せ持てば，状況に応じて情報発信の方法を選択でき，両者の長

所を活かした情報発信が行える可能性がある．2. 5節と 2. 6節

で述べたように，WebアノテーションとWeblogを組み合わせ

ることにより，現在のトラックバックの問題を解決した新しい

トラックバックを実現することができる．これらのことから，

Web アノテーションとWeblog の統合した個人の情報発信メ

ディアを提案する．そしてこのメディアを Alogと呼ぶ．Alog

では，自分から情報を発信したい場合Weblog のエントリー

を作成する．Web を閲覧中にコメントを書き込みたいと思っ

た場合は，Webアノテーションを使ってコメントを書きこむ．

コメントよりも文量の多いまとまった意見を書きたい場合は，

Weblogのエントリーを作成しトラックバックをする．このコ

メントとトラックバックは，どんなWebページに対して行う

ことができる．また，そうやって発信された様々な情報を閲覧

でき，さらにそれに対してのアノテーションやトラックバック

によって，インタラクティブな情報交換が行われる．このよう

に Alogを使うことでWebを利用した情報発信がより活発に行

われるようになると思われる．

3. シ ス テ ム

3. 1 概 要

2.章で述べたWebアノテーションとWeblogを統合した個

人の情報発信メディアを実現するシステムとして alogを実装し

た．本システムは，一般のインターネットユーザが情報発信を

home

annotation: 全ユーザのアノテーションリスト

blog: 全ユーザのエントリーリスト

users: ユーザリスト

userA: ユーザ A のページ

annotation: ユーザAのアノテー
ションリスト

blog: ユーザ A のエントリーリスト

userB: ユーザ B のページ

annotation: ユーザBのアノテー
ションリスト

blog: ユーザ B のエントリーリスト

・・・

register: ユーザ登録用ページ

図 3 alog を使ったWeb サイトのサイトマップ

Fig. 3 A sitemap of Web site using alog.

図 4 alog を使ったWeb サイトの例

Fig. 4 An example of Web site using alog.

目的として利用することを想定し，一般的なWebブラウザから

利用することができるWebアノテーションシステムとWeblog

システムを開発した．Webアノテーションシステムでは，Web

ブラウザを使用しながら任意のWebページの指定した箇所に

付箋形式のアノテーションをつけることができる．Weblogシ

ステムでは，Webブラウザからの操作だけでWeb ページを作

成し管理することができ，Webアノテーションシステムを利用

しトラックバックと行うことができる．このトラックバックは，

2. 5節と 2. 6節で述べたトラックバック anywhereとトラック

バックと everywhere を実現する．Weblog システムによって

作成されるWebサイトでは，エントリーの閲覧や検索を行う

ことができるが，Web アノテーションのデータも同じように

Webサイトから閲覧したり検索することができる．このWeb

サイトの例を図 4に示し，サイトマップを図 3に示す．

alogはサーバとクライアントによって構成される．クライア

ントはWebブラウザを使用し，サーバは Rubyの汎用 HTTP

フレームワークであるWEBrickで作成したプロキシサーバと

Web サーバを使用している．クライアント上では JavaScript

プログラムが動作しWebアノテーション用のインタフェース

を実装している．サーバでは Rubyプログラムが動作し，Web

— 4 —



表 2 動 作 環 境

Table 2 System requirements.

クライアント (Web ブラウザ) バージョン

Internet Explorer (コンポーネント系を含む) 6.0 以降

Mozilla Firefox 1.0 以降

サーバ バージョン

ruby 1.8.1 以降

図 5 Web アノテーションシステムの構成

Fig. 5 System architecture of Web annotation system.

アノテーションとWeblog のデータの処理やサーバの機能を実

装している．JavaScriptプログラムが約 1000行であり，Ruby

プログラムが約 2000行である．

動作環境は表 2 の通りであり，クライアントとサーバ共に

OSに応じてアプリケーションを選択すれば様々な環境で動作

する．WindowsXP Professional，Gentoo Linux1.4，RedHat

Linux7.3，Vine Linux3.0で動作を確認している．クライアン

トのWebブラウザ上では，JavaScriptプログラムを動かすた

め，JavaScripの処理系を持つWebブラウザが必要となる．現

在開発されている主要なWebブラウザは標準で JavaScript処

理系を持っているが，それぞれの処理系によって動作が異なる

部分がある．そのため，現在対応しているのは一部のWebブ

ラウザのみであるが，その他の主要なWebブラウザには今後

対応していく予定である．

3. 2 Webアノテーションシステム

Web アノテーションシステムの基本的な仕組みとしては，

Web ブラウザでWeb ページを見る際に，プロキシサーバを

使ってWebアノテーション用のデータを挿入して表示すると

いう形である．その挿入されたデータがWeb ブラウザによっ

て処理されると，Webページの中にアノテーションとアノテー

ション用のメニューが表示される．このシステムの構成を図 5

に示す．

プロキシサーバによって挿入されるデータは，メニュー用の

HTML断片，データ用の HTML断片，アノテーション表示用

CSS，JavaScriptプログラムの 4種類からなる．メニュー用の

HTML断片とデータ用のHTML断片は，CSSの絶対位置表示

指定と重なった場合の優先度が指定してあるため，もともとの

Webページの上に重なって表示される．メニュー用の HTML

断片は画面の左上に表示され，データ用の HTML断片はアノ

テーションをつけるときに指定した箇所に配置される．実際に

図 6 アノテーション用メニューの表示例

Fig. 6 An example of Web annotation menu.

図 7 アノテーションの表示例

Fig. 7 An example of Web annotation.

Webブラウザ上に表示されるメニューの例を図 6に，アノテー

ションの例を図 7に示す．

このメニューにはアノテーション作成フォームがあり，そこ

からアノテーションの対象と内容送信することでアノテーショ

ンが作成される．また，トラックバック先の指定も行うことが

でき，Weblogのエントリー作成時には指定しておいた場所が

トラックバック先として選択できる．

3. 2. 1 Webアノテーションの対象指定と配置方法

本システムでは，HTML のエレメントとそのエレメント上

の位置に対してWebアノテーションをつける．対象の指定は

マウスのクリックで行い，そのときマウスポインタの直下にあ

るエレメントが選択される．そして，そのエレメントを示す

XPath [7]表現を計算し保存する．また，そのマウスポインタ

が指していた位置がそのエレメント上のどの位置あたるかを計

算し保存する．

配置を行うときは，XPath表現からエレメントを特定し，そ

のエレメントが表示されている位置を取得する．その位置と対

象指定時に保存した位置からアノテーションの表示位置を決定

し配置を行う．

3. 3 Weblogシステム

Weblogシステムは，HTMLや FTPなどの技術的な知識を

必要とすることなく，Web ブラウザからの操作によってWeb

サイトを作成管理できる．エントリーの作成や編集は Web

サーバの管理用ページで行われ，そこから入力されたデータを

XML 形式のファイルに保存される．そして，そのデータから

XHTML形式のWebページを生成し表示を行う．

また，Webアノテーションシステムを使ってトラックバック
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先を指定しておいた場合は，エントリーを作成するときにト

ラックバック先のリストが表示される．そのリストからトラッ

クバック先を選択しエントリーを作成した場合は，エントリー

作成と同時に，そのエントリーへのリンクを含んだアノテー

ションが指定してあったWebページの指定した場所に自動的

に作成される．

4. 関 連 研 究

4. 1 Annotea

W3Cのプロジェクトである AnnoteaはWebページに対し

て RDF によってモデル化される注釈をつけるツールである．

Annoteaサーバ上のWebページの一部分に対して，閲覧者は

注釈と呼ばれるメタデータを付けることができる．付けられた

注釈はそのWebページ上に表示され，そのページの閲覧者間

で共有される．

AnnoteaはセマンティックWebを実現するためツールであ

り，のメタデータ付加を目標としているが，本研究では個人の

情報発信の支援を目標にしている．Annoteaには幾つかの実装

があるが，本研究の実装のようなプロキシサーバとWebブラ

ウザを使っての実装は行われていない．

4. 2 Third Voice

Third Voice はWeb ページに対して注釈づけを行うソフト

ウェアである．ページ単位の注釈付けに加え，ページ内の特定

の文字列に対しても注釈付けが行える．このため，ページのど

の部分に対して，意見を表明しているかをより明確にした注釈

付けが行える．

Third Voice はWeb ページ上でのコミュニケーションを目

標にしている点は本研究と同じであるが，本研究ではさらに

Weblogを組み合わせた新しい情報発信を目標にしている点で

異なっている．また，Third Voiceはブラウザのプラグインと

して実装しているが，本研究ではプロキシサーバを使って実装

している点で異なる．

4. 3 JSPIE3

本研究の先行研究として筆者らが行った JSPIE3 [9] は，付

箋によるコミュニケーション機能を備えた Javaソースプログ

ラムのブラウザである．Webブラウザを用いて Javaソースプ

ログラムを閲覧すると同時に，そのソースプログラム中のオブ

ジェクトに対して付箋を付けることができ，ネットワークを介

して多人数で閲覧できる．

付箋はアノテーションの一つであると考えることができ，Web

ブラウザを用いて閲覧しているドキュメントに対して情報を

付加し，コミュニケーションを行う点は本研究と同じである．

JSPIE3はソフトウェア開発の支援を目標とし，対象のドキュ

メントを Javaソースプログラムに限定している点で本研究と

は異なる．

5. お わ り に

5. 1 ま と め

Webを利用した個人の情報発信をより活発にするため，本研

究ではWebアノテーションとWeblogを統合した個人の情報

発信メディアを提案し，その実装を行った．本研究で提案した

メディア及び実装したシステムは，以下のような応用が考えら

れる．

• ライトウェイトなブックマークの共有

気に入ったWeb ページに対してWeb アノテーションつけて

おき，それをグループで共有するこにより，ライトウェイトな

ブックマーク共有システムとして利用できる．

• 特定のドキュメントに関するオンラインレビュー

文章の添削やソースコードのレビューなどのように，議論する

対象のドキュメントを用意し，それについての情報交換を行う．

5. 2 今後の課題

今後の課題として以下の点が挙げられる．

• 既存のWeblogシステムとの統合

本研究では独自のWebアノテーションシステムとWeblogシ

ステムを開発し，その統合を行った．既存のWeblogシステム

の多くはプラグインを開発することで機能を拡張することがで

きるため，それを利用し本研究のWebアノテーションシステ

ムと既存のWeblogシステムとの統合を行う．

• スケーラビリティの向上

WebアノテーションとWeblogのデータはともに，一つのサー

バに XMLファイルとして保存されている．この実装ではユー

ザ数がやデータが増えた場合に対応しきれない可能性がある．

RDBMS を用いるなど，よりスケーラブルなシステムを考え

る必要がある．また，alogサーバが様々な場所で運用されると

して，それらがデータを交換し合い共有するような仕組みを考

える．

• 本格的な運用

一般に公開して多くのユーザを獲得できれば，本研究の有効性

を示すことができる．今後一般公開を含めた本格的な運用を行

うつもりである。
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